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〔 目 的 〕血 中 イ ン ヒ ビ ン は 正常妊 娠 に 比 ぺ
胞 状奇

胎 で 高 値 を 示 す事が 報告 さ れ て い る が 胞 状 奇胎 の

予 後 判 定 や 経過 追 跡 に ど の よ う な 意義 を 有 す る か

は 未 だ 不 明 で あ る 。 今 回我 々 は 絨 毛 性 疾患 で の 血 中

イ ソ ヒ ビ ン 値 を検討 し新知見を 得 た の で 輾告 す る 。

〔方法 〕対 象症 例 は 当科 に 於 て 管理 し た 全 奇胎 28

例、部分奇 胎 9例、臨 床的 侵入 奇 胎 10例 で あ る 。
ヒ

ト血 中 イ ン ヒ ビ ソ 値 測 定 は ウ シ イ ン ヒ ビ γ の 抗体 の

ク ロ ス ア ク テ ィ ビ テ ィ を利 用 した RIA 法を 用 い 、測 定

感 度は O．321U／ML 、　ED50 は 8．211U ／ML で あった 。

血 中 HCG は RIA 法 及 び βCTP − EIA 法 で 測定 した 。

〔成績 〕  正常 妊娠初期 （8 − 10週）の血 中 イ ソ ヒ ビ

ン 値は 11．63± 1．88　IU／ML で あ る が、予後 良 好 で あ っ

た 全奇胎 28例 で の 奇 胎娩 出時 の イ ン ヒ ビ ン 初期値 は

31．26 ± 5．081U／M し、 部分奇胎 9例 で は 10，04± 4，28

1U／ML 、臨床的 侵 入 奇 胎 10例 で は 77．25± 26．93　IU

／ML で あ り各 群間 に 有 意 の 差 を認 め た 。   奇胎 娩

出後 イ ン ヒ ビ ン は HCG よ り早期 に 下降 し、ほ ぼ 2週

間 以 内 に 正 常 卵胞 期 レ ベ ル ま で 達す る が 臨 床 的侵

入 奇 胎 で は 停 滞傾 向 を示 し 加療 に 伴 い 正 常 域 ま で

下降 した 。   続 発変化 を 起 こ さ な か っ た 胞 状 奇 胎 群

で は イ ン ヒ ビ ン は 卵巣機能 の 回 復 に 伴 っ て すみ や か に

正 常範囲内 で の 再上昇及 び生 理 的変動 を 示 した
。   奇

胎 娩出時 イ ン ヒ ビ ソ は 初期値及 び HCG 値 は 各 群 で そ

れぞれ正 の 相関を示 した 。 〔結論 〕  胞状奇胎娩 出時

の 初期イ ソ ヒ ビ ソ 値測定 に よ り侵入奇胎 の 発症 が 予知 で

き る可能性 が 示唆 され た 。   追跡経過中 イ ソ ヒ ビ ン が

早期に 下降 した 場合予後良好 で あ る こ とが多 く、 イ ン ヒ

ビ ン 測 定 は 予 後管理 に お い て HCG 測 定 と同様 に 極 め て

有用 で あ る こ とが 示唆 さ れ た 。 尚、奇胎絨毛組織 中 の

イ ン 匕 ビ ン 濃度及び 正 常絨毛組織中 の イ ン ヒ ビ ン 濃度

の 比 較 に つ い て も発表 の 予定で あ る 。

【目的 】 hCG 濃 度 に 血 ・尿間差 が殆 ど認め られ な

い こ と か ら、絨毛性疾患管 理 で は 尿 中hCG 値を 基

準 と して きた 。 しか し hCGP 免疫活性 （IR −hCG β）

に 複 数 の 分子 種 が関与 し、使用 す る 抗 体 の 違 い に

よ り、 得 られ る hCG 値も異な る こ と が明らか とな っ

た 。 今 回 絨毛性疾患 に お け る IR − hCG β を分別測定

し、hCG 測 定値 解 釈の 問題点 を探 っ た 。 【方 法 l

hCG βを 抗原 と して作成 した M 。Ab を 組 み 合 わせ て 、

1R−−hCG βを示す whole 　hCG （w −hCG ），　free β，β一

c 。 re　 fragrnent（β一CF ）の 各 分子種 に 特 異 的 な EIA

を 設定 し、絨毛性疾患患 者 の 血清 と尿を 測定した。

【成績 】  奇胎 ：tfn清中 IR−−hCG βの約90％カS　w
− hCG

に 起 因 し、残 る約 10％ は freeβ に よ る もの で 、

β
一CF は 検 出不能 で あ っ た。一方、尿 中 IR−．hCG β

の 約 50％が w
−hCG に起因 したが、40〜5〔％ はβ

一CF に

よ る もの で、rreeβ は 5 ％ 以 下 で あ っ た 。   絨 毛

癌 ：血清中 IR −hCG βの 70〜80％ が w −hCG に 起因 、

free βは 20 〜30％ と、奇胎 よ り高 率 で あ っ たが、

β一CF は検出不能で あ っ た。一方 、尿 中 IR −hCG β

の 70〜90％ は β 一CF で 占め られて お り、w −hCG は 20

〜30 ％、Free β は 10 〜20％で あ っ た 。   尿 中 w −hCG

濃 度 は血 中 よ り明 らか に 低 く、奇胎 で 約 半分 、絨

毛癌で 3 分 の 1 以下で あ っ た 。 【結論 】絨毛性疾患

に お け る IR −hCG βの 主因は、血清中で は w −hCG で

あ るが 、尿 中 で は β一CF であ るこ とが判明 した 。

従来 の 簡易定量 法で は 両者を鑑別 不能 で あ っ た た

め に 、結果 と して IR − hCG β濃度の 血 ・
尿 問差 は顕

著 とならなか っ たと思 わ れる 。 しか し最 近 の 特異 的

w
− hCG 測定試薬 は β

一CF と交差 しな い た め 、こ とに

絨 篭癌 で の 尿 中濃 度 は血 中濃度 を反 映 せず 、腫瘍

マ ーカ
ー

と して は 血清 w
−hCG 測 定 が適 切 で あ る と

考 え ら れ た 。
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